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現職・資格・知識 将来、研修の成果を日本語教師や多文化共生の分野で活かす予定が

あること 

経験年数 不問 

日本語能力 N3 

ポルトガル語・スペイン語

能力 

西または葡言語が理解出来る。 

① 目標 ①外国につながりをもつ子どもたちに対する日本語教育と学習支援

の方法を習得する。特にフリースクールを中心とした学習支援のサ

ポートを行うことで、子どもたちの成長に応じたかかわり方を学ぶ。 

②日本語教師養成講座を聴講することで、日本語教師に必要な理論

面を学習する。 

③継承語支援やフィールドワークを通じて外国につながりをもつ子

どもたちの視点で日本の多文化共生の現状と課題を明らかにする。 

④日本の大学生と交流し、調査やグループワークを通じて多文化共

生についての政策提言を作成する。 

② 成果 ①日本語教育の理論と実践を学ぶ 

②継承語教育に関する基礎知識と実践を学ぶ 

③日本の教育システムや多文化共生の現状について理解し、海外と

の比較が出来る視野を持つ。 

④日本の学校関係者や行政（教育委員会や国際交流協会）、市民社会

や大学とネットワークを築く 

⑤帰国後、母国における学習支援において研修成果を還元し、指導

力の向上を目指す 

③ 計画（内容） 視察：千葉県内の国際交流協会や教育委員会、学校、外国人の集住

地域（行徳、船橋、山武、成田市）、地域の日本語教室 

実習：多文化フリースクールちば及び県内公立高校にて学習支援 

授業：日本語教師養成講座聴講（適宜）、千葉大学小川玲子ゼミナー

ル（社会学）（週に 1 コマ） 

研究会参加：千葉大学移民難民スタディーズ研究会への参加（在日

外国人や教育をテーマとした報告も多い） 

フィールドワーク：日系人の集住地域である八千代市米本団地や村

上団地など 

報告会：千葉の多文化共生に対する提言（仮題）を行政や学校関係

者や市民社会に対して行う 

本研修実施の意義 

現地日系社会への裨益効果 

第 1 に、多文化フリースクールちばと県内公立高校において外国に

つながりをもつ子どもたちに学習指導のサポートを行うことで日本

語教授法と日本の教育制度について学ぶことが出来る。日本語教師

養成講座総合コース（420 時間）を開講している日本東京国際学院

の講座を一部聴講することで、日本語教師に必要な理論面について

の専門的な知識を身に着けることが可能となる。 

第 2 に、継承語支援を通じて子どもたちに対する心理的サポートを

習得することができる。中南米出身者の多くは日本と母国を往還し

ており、その子どもたちは日本で継承語教育を十分に受けることが



できなかったことにより、母国へ戻って教育を受ける際に母語が理

解できずに困難に直面しているという現状がある。継承語支援は日

本在住の南米出身の子どもたちにとっては、日本における継承語だ

けでなく母国へ戻った際の母語になる可能性があり、とても重要な

支援である。 

第 3 に、千葉大学の授業や日系人の集住地域におけるフィールドワ

ークに参加し、定住日系人の課題について日本の大学生と議論し、

グループワークを行い、多文化共生社会の実現に向けた政策提言を

取りまとめ、公開セミナーにて報告を行うことで、将来のキャリア

アップにつなげる。 

備考 

 

 

本研修は NPO 法人多文化フリースクールちば、県内公立高校、千葉

大学移民難民スタディーズ、日本東京国際学院の４者の連携により

実施される。 

 


